
アプリケーション 

工業、商業、家庭用などのために1バックアップUPSシステム 

ユーティリティの欠如された領域に2。モバイルパワーと待機電力。 

3.オフグリッドソーラー＆風力発電システム 

3.1シンプルなオフグリッドソーラー＆風力発電システム 

3.2 ACは最初のオフグリッドソーラー＆風力発電システム 

3.3 DC最初のオフグリッドソーラー＆風力発電システム 

特長 

1.  純粋な正弦波出力、フルパワー 

2.  CPU管理と制御、モジュール設計 

3.  LCDディスプレイ、視覚的に様々なパラメータを表示することができる 

4. 多機能の設計は、作業モードの様々な設定ができます 

5. 便利な外部バッテリ接続は、利用時間を拡大し、バックアップパワー時間;必要に応じてユーザーができるだけ多くのバッテリを接続することができます 

6. スーパー耐荷重能力と高負荷容量を持つ、このシリーズのインバータは、抵抗負荷を駆動することはできません。だけでなく、様々な種類例えば、モータ、空調、電気等の誘導性負荷のドリル等、
蛍光ランプ、ガス灯、それはほとんどすべてのドライブができます負荷の種類 

7. 低周波回路設計、良いシステム安定性、低い故障速度および長寿命を（適切な動作の下では、5と同じ長さであってよい年） 

8. パーフェクト保護：低電圧保護、過電圧保護、過熱保護、短絡保護は、保護をオーバーロードする;アラーム警告 

9. CE / EMC / LVD / RoHS指令承認。 

10.  2年の保証、生涯の技術的なサポート 

機能 

1. （バッテリーのみに接続された）反転モードの下で唯一の反転機能は、通常の動作に設定することができるモードおよびスリープモード。



1.1通常の動作モード：液晶ディスプレイのFREQUNCYが設定されている01。どんなにインバータかに接続されたAC負荷があるかどうか、などインバータの出力端子は、常に電力を供
給電圧が準備有する。ロードされます。このモードでは、LCDには怒鳴るように表示されます。 

1.2スリープモード：液晶ディスプレイのFREQUNCYが設定されている02などのインバータに接続された負荷の電力がより低い場合インバータの定格電力の5％が、から何も出力されませ
んインバータ。つまり、インバータのチップのみがそのような下で働いている、と言うことです条件と消費電力はわずか1-6Wです。負荷の電源の場合インバータに接続されたことは、次に、イン
バータの定格電力の5％以上であるインバータは自動的に反転機能を起動して電力を供給する5S内負荷へ。以下に示すように：

2。ユーティリティの下でUPSの機能モード（バッテリーおよびユーティリティに接続された。、最初のユーティリティとして設定することが可能なバッテリースタンバイモードとバッテリーまず、
ユーティリティスタンバイモード）。



2.1ユーティリティまず、バッテリのスタンバイUPSモード：LCDディスプレイにおけるFREQUENCYを01に設定した場合、ユーティリティとバッテリの両方。インバータに接続さ
れ、ユーティリティは負荷に電力を供給する。バッテリーの前に。ユーティリティが遮断されると、バッテリが自動的に意志反転後に電源を供給し続ける。 

手順は次のとおりです： 

ステップ1：商用電源が利用可能である場合、それは直接出力した後意志voltagebeingが安定すると同時に、バッテリーを充電してください。 

ステップ2：商用電源が突然遮断されると、インバータは変換されます自動的にAC電源への直流電力の中に無停電電源を確保する5msの。 

ステップ3：商用電源が再び使用可能になると、自動的になります同時に負荷および充電バッテリーに電力を供給するユーティリティへの転送時間。 

以下のようにワークフローを参照してください。 

LCDは怒鳴るように表示される：



2.2第1のバッテリ、ユーティリティスタンバイUPSモード：液晶ディスプレイの周波数が03に設定されている。ときは、両方のユーティリティとバッテリがインバータに接続され、バッテリ
はに電力を供給する前ユーティリティにロードされます。電池容量が十分でない場合には、ユーティリティがう自動的に電源を供給し続ける。 

手順は次のとおりです： 

ステップ1：バッテリが十分なパワーを有する場合、負荷に電力を供給する。そのまま 

ステップ2：バッテリが十分なパワーを持っていない場合には、自動的に意志負荷に電力を供給するユーティリティへの転送 

ステップ3：バッテリーが完全に充電された後（太陽光や風力担当するなどコントローラ）、それは自動的にバッテリー供給に転送されます負荷に電力。 

以下のようにワークフローを参照してください。 

LCDは怒鳴るように表示される：



パラメータ

                                                   
    Model                            パラメーター5000VA

定格出力容量 3500W
ピーク電力 7000W
バッテリー電圧（DC） 48V/96V/192V（オプション）
サイズW×D×H（mm）の 420 * 260 * 605
梱包サイズW×D×H（mm）の 440 * 280 * 625
正味重量（kg） 31
総重量（kg） 33
一般的指標
作業モード 1 最初のユーティリティ（交流 最初の）バッテリースタンバイモード

（設定） 2 スリープモード、無ユーティリティ、負荷の インバータ定格の5％よりもパワーが高い 出力電力は、そ
れが自動的に動作を開始します

 3 第1のバッテリ（直流 最初の）ユーティリティスタンバイUPSのモード

AC入力 電圧 220V（オプション）35％110V 35パーセントを±
周波数 50Hzの±3％または60Hz±3％（オプション）

AC出力 電圧 220V±3％または230V±3か 240V±3％または100V±3％または110V±3％
（オプション）

周波数 50Hzの±0.5または60Hz±0.5 （オプション）

充電
AC充電電流 0〜15A
充電時間 バッテリー容量に依存 と量
バッテリ保護 自動検出、 充放電保護、インテリジェントマネジメント

ディスプレイ
表示モード 液晶ディスプレイ
表示情報 入力電圧、出力電圧、出力 頻度、バッテリー 容量、負荷条件、状況 情報

出力波形タイプ 純粋な正弦波出力、合計 高調波歪みTHD≤3
過負荷能力 > 120％1分、> 130％の10S

消費電力 スリープモード 1〜6W
通常モード 1〜3A

変換効率 80パーセント〜90パーセント
転送時間 <5msの（AC、DC / DCからACに）
保護 過負荷、短絡、ハイ 入力電圧、低入力電圧、過熱

環境
温度 -10℃〜50℃
湿度  10パーセント〜90パーセント
標高 ≤4000メートル



発言 

「オプション」パラメータには、顧客の要件ごとに設定することができます 

上記は、当社の標準パラメータです。事前の予告なしに変更されることがあります。 

我々は我々自身の専門のインバータとコントローラのR＆Dチームを持っていると私たち技術サポートとOEMサービスを提供しています。 

他人 

概略設計、技術文書、製品を参照してくださいパンフレットなど


